
 

 

 

 

 

 

 

 １月１４日（土）赤羽会館において、かんり・きかく部会の組合員５１７名が参加して開催しました。 

 集会では、JR東労組結成と JR東日本発足３０年の節目を迎え、かんり部会、きかく部会が結成された意義を

振り返るとともに、集会は国鉄改革の検証運動のスタートを切るフォーラムとして位置づけ、それぞれの部会か

ら、これからの JR東日本の未来を切り拓く提言と討論をおこないました。 

 具体的には、かんり部会から組合活動と管理者の「二足のわらじを履く」管理者が、「血の通った人の心で管理

する」職場管理や人材育成はどうあるべきか、きかく部会からは、きかく部門で働く組合員の労働条件や働きが

い向上と、会社施策を担うにあたり将来にきかく職場を残すための政策提言を受け、かんり・きかく部会が一丸

となってたたかうこと、そして、労働組合として雇用・労働条件を守るために、17春闘勝利！格差ベアに終止符

を打つたたかいを推し進めることを確認しました！ 


